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ば今月のこと

あせるな、いばるな、
　　　　おこるな、まけるな。
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主 な 内 容

■新企画 私たちの
　ふるさと松山学 ……６面
■インタビュー特集
　将来のために、私たちが
　できること …………５面
■新「おもてなし大使」就任 …３面

■特集　まつやま農林水産物
　ブランド ………………７面

■市民ガイド ………10・11面

保
存
し
て
く
だ
さ
い
。い
つ
か
ま
た　

お
役
に
立
ち
ま
す

問

斑鳩町に設置された松山観光俳句ポスト斑鳩町に設置された松山観光俳句ポスト

多くのプランが旅行商品化

当日開催された「聖徳太子市」の様子当日開催された「聖徳太子市」の様子

斑鳩町のシンボル、法隆寺斑鳩町のシンボル、法隆寺

調印式に出席した関係者（左から１人置いて大野玄妙法隆寺管長、
野志松山市長、小城利重斑鳩町長、日野西光尊中宮寺門跡）

調印式に出席した関係者（左から１人置いて大野玄妙法隆寺管長、
野志松山市長、小城利重斑鳩町長、日野西光尊中宮寺門跡）

柿をモチーフにした斑鳩町
キャラクター「パゴちゃん」
柿をモチーフにした斑鳩町
キャラクター「パゴちゃん」

聖徳太子のことばに由来する
「椿の湯」

聖徳太子のことばに由来する
「椿の湯」

奈
良
・
斑
鳩
町
と
協
定

正
岡
子
規
な
ど
縁
に
法
隆
寺
で
都
市
協
定
締
結

正
岡
子
規
な
ど
縁
に
法
隆
寺
で
都
市
協
定
締
結

　

斑
鳩
町
と
本
市
の
間
で
は
、

正
岡
子
規
や
、
法
隆
寺
を
創
建

し
道
後
温
泉
入
湯
伝
説
が
あ
る

聖
徳
太
子
を
縁
と
し
て
平
成
22

年
、
斑
鳩
町
に
松
山
観
光
俳
句

ポ
ス
ト
を
設
置
。
以
降
、
イ
ベ

ン
ト
で
の
ブ
ー
ス
出
展
や
、
修

学
旅
行
の
誘
致
な
ど
で
連
携
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

協
定
の
締
結
式
は
２
月
20
日

に
法
隆
寺
で
行
わ
れ
、
松
山
市

か
ら
は
野
志
市
長
が
、
斑
鳩
町

か
ら
は
小
城
利
重
町
長
と
法
隆

寺
の
大
野
玄
妙
管
長
、
中
宮
寺

の
日
野
西
光
尊
門
跡
が
出
席
。

野
志
市
長
は
「
協
定
が
両
市
町

の
さ
ら
な
る
交
流
促
進
に
つ
な

が
り
、
全
国
を
動
か
す
原
動
力

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
。
一
方
、
小
城
町

長
は
「
松
山
に
人
の
温
か
さ
を

感
じ
て
い
る
。
今
後
も
交
流
を

深
め
、
地
域
の
発
展
に
つ
な
げ

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
、
松
山
市
の

市
花
で
、
法
隆
寺
で
も
「
長
寿

の
象
徴
」
と
し
て
大
切
に
さ
れ

て
い
る
「
つ
ば
き
」
を
松
山
市

か
ら
斑
鳩
町
、
法
隆
寺
、
中
宮

寺
に
贈
り
、
末
永
い
交
流
を
誓

い
ま
し
た
。

　

観
光
・
国
際
交
流
課
☎
948
６

５
５
８
・　

943
９
０
０
１

　松山から東京の根岸に向
かう旅の途中で立ち寄った
法隆寺の境内で子規は『柿
くへば鐘が鳴るなり法隆
寺』との名句を残した。今
でも法隆寺境内に句碑が残
り、この句のイメージから
斑鳩町のマスコットキャラ
クターが生まれました。

法隆寺と正岡子規

　聖徳太子が道後を来浴さ
れた際、ツバキが枝を差し
交わすように生い茂ってい
る当時の温泉郷の見事な光
景を称えた、といわれてい
る。松山市花と「椿の湯」
の由来になっている。

聖徳太子と道後温泉

　奈良盆地の西北部から矢
田丘陵の南端にあり、人口
は約２万8,000人。聖徳太
子が飛鳥から移り脚光を浴
び、中世以降、仏教信仰の
地として太子信仰の中心地
となる。近世に入り交通の
要所であった法隆寺門前や
大阪街道に接した竜田村は
市や宿場町として栄えた。

歴史と自然豊かなまち、斑鳩町

　

松
山
市
で
は
こ
れ
ま
で
、「
瀬

戸
内
・
松
山
構
想
」
を
軸
に
、

広
島
県
の
自
治
体
や
船
舶
、
鉄

道
事
業
者
と
連
携
し
、
瀬
戸
内

圏
域
を
広
域
的
に
周
遊
で
き
る

観
光
誘
客
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
鉄
道
と
船
舶
を
組
み
合

わ
せ
た
も
の
や
、パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ

ト
ク
ル
ー
ズ
な
ど
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
テ
ー
マ
型
広
域
周
遊
ク

ル
ー
ズ
商
品
を
作
り
、
私
自
身

も
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
通
し
て
、

直
接
旅
行
会
社
に
提
案
し
ま
し

た
。
鉄
道
と
船
舶
を
組
み
合
わ

せ
た
も
の
は
大
変
好
評
で
、
多

く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
ほ
か
、
平
成
29
年
４
〜
６

月
、
Ｊ
Ｒ
６
社
（
北
海
道
、
東

日
本
、
東
海
、
西
日
本
、
四
国
、

九
州
）
が
共
同
で
行
う
大
型
集

中
送
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
四
国

Ｄ
Ｃ
（
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）」が
決
定

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一
自
治

体
単
独
で
は
な
く
、
他
県
自
治

体
や
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
成
果
で
す
。

　

ま
た
、
夏
目
漱
石
の
縁
で
新

宿
区
、
正
岡
子
規
の
縁
で
斑
鳩

町
と
協
定
を
結
び
、
相
互
の
情

報
発
信
や
修
学
旅
行
の
誘
致
な

ど
住
民
同
士
の
交
流
で
も
連
携

し
、相
乗
効
果
を
生
み
出
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
は
子
規
・

漱
石
生
誕
１
５
０
年
、

そ
し
て
愛
媛
国
体
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
国
の
内

外
か
ら
注
目
を
集
め
る

機
会
を
生
か
す
た
め
、

広
域
の
関
係
団
体
や
市

民
の
皆
さ
ん
と
も
連
携

し
、
効
果
的
な
情
報
発

信
、
誘
客
に
取
り
組
み

ま
す
。

連携して
情報発信
観光誘客を

お
お
の
げ
ん
み
ょ
う
か
ん
ち
ょ
う

ご
お
ん
き

い
か
る
が

ひ　

の　

に
し
こ
う
そ
ん
も
ん
ぜ
き

　

平
成
29
年
の
正
岡
子
規
生
誕
１
５
０
年
と
、
平
成
33
年
の
聖
徳

太
子
没
後
１
４
０
０
年
の
御
遠
忌
に
向
け
、
協
力
し
て
機
運
醸
成

を
図
る
た
め
、
斑
鳩
町
と
本
市
が
観
光
・
文
化
交
流
の
都
市
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
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松山市長
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